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２学期が始まります 
この夏、記録的な猛暑でしたが、皆さんにとっては、どんな夏休みだったでしょうか？私は部活動の試

合やコンクールで皆さんの頑張っている様子をたくさんみることができて、とても充実していました。夏

休みが終わり、学校に元気な声が戻ってきたことを、大変嬉しく思います。新学期は、新たな目標に向か

って、踏み出す大切な時期です。仲間とともに学び、支え合いながら、実りある日々を積み重ねていきま

しょう。皆さんの前向きな姿勢と挑戦する気持ちを、応援しています。 

さて、先月、大阪・関西万博の開催を記念してブルーインパルスのフライト（大阪市内と万博会場）が

行われました。報道等で知っている人も多いかもしれません。特に、３号機を操縦したパイロットは関西

出身の方で、この万博に合わせてブルーインパルスへの配属を志願し、見事、太陽の塔の上空を飛ぶ夢を

かなえたそうです。吉田松陰（1830～1859・思想家・教育者）の言葉に『夢なき者に理想なし、理想

なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし。ゆえに、夢なき者に成功なし。』と

いうものがあります。夢（目標）→理想→計画→実行→成功という道のりを示した言葉です。ブルーイン

パルスの飛行を見てパイロットになりたい、太陽の塔の上空を飛びたい（夢・目標）、ブルーインパルス

のパイロットにあこがれる（理想）、万博が開催される年にブルーインパルスのパイロット２年目を迎え

る（計画）、それに合わせてブルーインパルスのパイロットに志願する（実行）、そしてブルーインパル

スで大阪の上空を飛ぶ（成功）。大きな目標を達成され、多くの人々に大きな感動を与えてくれました。 

何事においても、目標がなければ、どの方向に進むのか迷いばかりになってしまい、何も得られない結

果になりがちです。大きな夢（目標）はまだないかもしれませんが、七条中生の皆さんにもぜひ、２学期

の目標を立ててみてほしいと思います。どんな些細な目標でも構いません。何か目標をもって計画的に過

ごしてほしいと思っています。 

これから始まる2学期は七中祭（合唱コンクール、体育祭）、生徒会選挙、部活動の新人戦や発表会な

ど、沢山の行事があります。それぞれに目標を立てて取り組んでいくことと思います。目指すべきことが

具体的になることで、やるべきことも明確になります。積極的にチャレンジしましょう！そうした一つ一

つの行事に一生懸命に取り組むことを通して、得られた経験や学びは、皆さんのこれからの生活の糧にな

ります。また、人としても集団（仲間・学級・学年・部活等）としても、さらに大きく成長できることで

しょう。期待しています。 
 

言葉の変換 

先日「言葉の変換」について話を聞く機会がありました。言葉
の選び方一つで相手に伝わる印象が変わるという話。例えば
「君は怒りっぽい」という表現。ネガティブな印象がある「怒
りっぽい」よりも、「君は感受性が豊かだ」の方が受け取る側
は嫌な気がしない。他にも「古臭い」ではなく「伝統的」。
「口下手」は「聞き上手」……といった具合に変換してみる
と、会話が明るくなり、相手との関係もより良くなると思いま
す。皆さんも参考にしてみてはどうでしょう？ 

諸費及び積立金について 
 
９月分の振替は、９月２５日（木）に銀行
引き落としとなります。口座へのご入金を
お願い致します。 

１年   ７１００円 
    ２年   ７１００円 
    ３年   １１００円 
    １年育成 ７１００円 

 



 


